
（市長説明の概要）

• 現在の市政運営の近況、９月定例議会に提出する議案を報告す
る



（市長説明の概要）

• ８月11日から県内全域に県独自の「医療非常事態宣言」が発令されている

• 7月に入り、ひと月に１，０００人を超える方が陽性認定された

• ７月後半から感染者はさらに増え続け、８月18日の陽性判明者は、過去最
多の173人となった



（市長説明の概要）

• 陽性者の年代については、７月は１０代以下が中心

• ８月に入り、２０代以上の世代の感染者の割合が増えている傾向

• 今後、重症化しやすい高齢者への感染拡大はなんとしても避けたいところ
 
• 夏休み明けの学校授業の影響も心配している

• 引き続き、市民の命と健康を守ることを第一に、限りある地域医療を大切
にしながら、高い緊張感を持って新型コロナウイス感染症対策に取り組ん
でいく



（市長説明の概要）

• 新型コロナウイルスワクチンの接種について

• ２回目、３回目の追加接種は、90％、85％を超える接種率

• ４回目接種や５歳から１１歳までの小児接種を鋭意実施中

• オミクロン株対応ワクチンについても、速やかに接種できるよう関係機関
と連携し準備を進めていく

 



（市長説明の概要）

• 新型コロナウイルス感染症による経済への影響は長期化し、様々な業種に
更に影響が続くことが懸念される

• 現在、プレミアム付商品券事業と宿泊クーポン券発行事業に取り組んでい
る

• さらに、１０月からプレミアム率をアップした第２弾の事業を展開中

• 経済活動の活性化に期待している



（市長説明の概要）

• いよいよ第１２回全国和牛能力共進会が鹿児島県で開催される

• 小林市からは、種牛の部及び肉牛の部あわせて６頭が出品する

• 「４大会連続最高賞獲得」に期待している



（市長説明の概要）

• 健康のまちづくりについて

• 市民の歩くことの習慣化に重点を置いた「こばやし健幸ポイント」をはじ
めとした各種事業の展開を図っている。９月２日まで受け付け中

• 50回の歴史ある「こばやし大運動会」を大きくリニューアルし、「第51回
健幸こばやし大運動会～スポレク2022～」を開催する

• 学校・職場・地域などの任意の団体の参加を募集。9月9日まで受け付け
中



（市長説明の概要）

• 少子化対策として、結婚・子育て支援の事業を新に展開している

• ９月から赤ちゃんの誕生を迎えた子育て世帯を応援するための祝品支給の
受付をスタート

• 紙おむつ、おしりふき、食器やスタイ、などの豊富なセットをプレゼント



（市長説明の概要）

• 新型コロナの影響で、さまざまな制約がある中、小中学校の児童・生徒ら
の活躍が著しい

• 全国大会に出場を決めた選手が報告に来てくれている

• 彼らの活躍がまちに元気を与えている



（市長説明の概要）

• 「ハッシンコバヤシ!!高校生記者クラブ」が発足

• 小林高校、小林秀峰高校、小林西高校の各校３人、合計９人に高校生記者
を任命



（市長説明の概要）

• ９月号でさっそく３つのコーナ―を担当。校内・校外を取材し、しっかり
とまとめてくれた

• 高校生ならではの感性で市の魅力を発信してもらうことで、小林の発信力
も向上していくことと思っている

• 全国でも稀な取組であり、今後が非常に楽しみである



（市長説明の概要）

●令和３年度決算について
• 一般会計、特別会計、企業会計の全１１会計中、水道事業会計を除く１０

会計において黒字又は収支均衡
 
●令和３年度の一般会計決算についての総体的見解
• 一般会計決算については、歳入総額が３２４億９，１３８万９，２７０円、

歳出総額が３１４億５５２万６，０２２円。令和２年度と比べ歳入が約３
０億２，０００万円、歳出が約３４億９０００万円のそれぞれ減額。実質
収支においては、約４億７，０００万円の増額

• 令和３年度決算における財政状況の見解は、市債残高は減少し、財政調整
基金や減債基金などの基金残高については増額したところ。現在において
は、昨年度同様に一定程度の財政の健全性は保たれているもの判断してい
る



（市長説明の概要）

• 9月補正予算について

• 歳入歳出それぞれ７億１，８４０万９千円を増額し、補正後の総額は、２
８４億７６２万３千円。今回の補正予算は、主に新型コロナウイルス感染
症対応地方創生臨時交付金を活用し、感染拡大を防止するとともに、感染
拡大の影響や燃料資材費高騰などを受けている地域経済や住民生活を支援
するための予算



（市長説明の概要）

• 補正予算で計上する、一部の事業をピックアップして説明

• 「総合戦略推進事業費」は新規で２つの事業を計上

• 都市部の副業・兼業人材の活用を希望する市内事業者に対し、人材活用セ
ミナーを開催するとともに、副業・兼業人材とのマッチングを支援する

• また、先端科学技術導入実証事業として、超人スポーツイベント、ｅス
ポーツイベント等を開催する



（市長説明の概要）

• 「新型コロナウイルス感染症畜産支援事業費」

• 燃油価格・配合飼料の高騰対策として、本市独自の臨時給付金を支給し、
畜産経営の継続を支援するもの



（市長説明の概要）

• 「子育て世代転入・三世代同居等促進事業費」

• 三世代同居・近居や住環境の改善を希望する子育て世帯を支援するもの



（市長説明の概要）

• 「都市公園スポーツ施設整備事業費」

• 夜間に市民が安心・安全に運動できる環境を充実させるため、緑ケ丘公園
市営野球場の照明施設をＬＥＤ照明に改修する



（市長説明の概要）

• 今後も新型コロナウイルス感染症対策に万全を期して取り組んでいく


